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を
飲
ん
で
食
べ
て
健
康
づ
く
り
を

f澤

錬
鎧

霧 ぐ
ず
も
ち
、
ピ
ザ
、
サ
ラ
ダ
に
も
牛
乳
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
「
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
牛
乳
を
飲
ん
で
食

べ
て
健
康
づ
く
り
に
ど
う
ぞ
」
と
、
会
長
の
五
十
嵐

節
子
さ
ん
（
下
君
田
）
。
約
一
五
年
前
に
結
成
し
た

婦
人
部
の
集
ま
り
に
、
自
宅
で
生
産
し
た
牛
乳
を
使

フ
ル
ー
ッ
ポ
ン
チ
や
シ
チ
ュ
ー
、
さ
ら
に
大
福
や
つ
た
料
理
を
持
ち
寄
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
で
は
、
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厳騨織 工
夫
さ
れ
た
多
彩
な
味
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

数
年
、
牛
乳
料
理
へ
の
関
心
が
高
く
、
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
の
講
習
会
な
ど
に
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。

料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
高
萩
酪
農
の
牛
乳
は
品
質
が

高
く
、
常
に
出
荷
ラ
ン
ク
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
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悪

か
ら

‐
一
出
罐
碑
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率
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》
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僻
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局
部
辨
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誰
押
坤
滝
娠
皿
蹄
輻
也
釧
咋
地
代
や

今
年
も
出
張
申
告
相
談
と
申
告
受
け
付
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
市
・
県
◎
平
成
四
年
中
に
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

け
を
、
表
二
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
を
受
け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払
い

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
表
二
の
日
◎
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
、
送
ら
れ
て
を
受
け
た
人
は
、
そ
の
内
容
の
分
か
る

程
に
合
わ
せ
て
、
税
務
課
か
ら
順
次
み
な
き
た
人
。
も
の
を
用
意
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ん
の
地
域
別
に
、
直
接
郵
送
し
ま
す
。
◎
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
、
申
告
を
す
る
◎
住
所
所
在
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤

な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務
先
（
給
十
字
社
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る
寄
付

年
の
課
税
を
も
と
に
、
申
告
が
必
要
と
思
与
支
払
者
）
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
金
を
し
て
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う

わ
れ
る
み
な
さ
ん
に
郵
送
し
ま
す
。
報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
と
す
る
人
や
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ょ

本
人
が
直
接
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
う
と
す
る
人
は
、
そ
の
内
容
の
分
か
る

【
申
告
の
必
要
な
人

◎
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
も
の
を
用
意
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

錐
帆
評
謬
哩
醗
趣
味
鋤
謡
妹
諦
睦
噸
畷
【
申
告
に
用
意
す
る
も
の

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に

居
住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告

今
年
も
ま
た
、
個
人
の
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
｜
｜
月

一
六
日
㈹
か
ら
一
か
月
間
で
、
表
一
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
日
立
税
務
署
で
受
け
付
け
ま

す
が
、
こ
の
一
か
月
間
の
申
告
期
間
に
限
り
、
市
役
所
の
税

務
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
申
告
の
終
了
日
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
う
え
、
落

ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 のL三

騰 ’

が
始
ま
り
ま
す

一申告は、 日曜日と土曜閉庁
日を除く日のみになります。
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若
栗
公
民
館

大
能
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

中
戸
川
公
民
館

横
川
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

上
君
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

緑
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

秋
山
集
落
セ
ン
タ
ー

関
口
集
会
所

高
戸
集
会
所

山
手
集
落
セ
ン
タ
ー

石
滝
公
民
館

安
良
川
公
民
館

上
手
綱
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

行
人
塚
集
会
所

島
名
多
目
的
研
修
会
館

秋
山
南
集
会
所

松
岡
地
区
公
民
館

有
明
町
集
会
所

北
組
セ
ン
タ
ー

赤
浜
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

駒
木
原
集
会
所

秋
山
下
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
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【
申
告
に
用
意
す
る
も
の

◎
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

送
ら
れ
て
き
た
人
。

◎
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ
る

人
で
、
平
成
四
年
中
の
各
種
所
得
（
商

業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
な
ど
）
金
額

が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の
合
計
金
額

を
超
え
る
人
。

◎
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る

人
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

・
給
与
の
年
収
が
、
一
、
五
○
○
万
円
を

超
え
る
人
。

・
給
与
以
外
の
所
得
が
、
二
○
万
円
を

超
え
る
人
。

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
。

【
確
定
申
告
の
必
要
な
人

年
末
調
整
に
よ
り
、
所
得
税
が
精
算
さ

れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
次
の

よ
う
な
人
は
、
申
告
（
所
得
税
還
付
申
告
）

す
る
と
所
得
税
が
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
病
気
や
出
産
で
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
と
き
。

◎
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
、
ロ
ー
ン
の
支

◎
申
告
吉
（
申
告
害
に
は
、
申
告
耆
記
載

例
を
参
考
に
し
て
、
住
所
、
氏
名
、
扶

養
家
族
な
ど
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
）

◎
印
鑑

◎
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類

（
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
）

◎
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
生

命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の
領
収

害
や
支
払
い
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

：
…
…
…

市
・
県
民
税
の
申
告
に
用
意
す
る
も
の

と
同
じ
で
す
。

た
だ
し
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、
次
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

と
う
ほ
ん

し
よ
う
ほ
ん

・
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

・
住
民
票
の
写
し

・
売
買
契
約
言
、
ま
た
は
工
事
請
負
契
約

書
の
写
し

・
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
言

・
源
泉
徴
収
票

ま
た
、
増
・
改
築
の
場
合
は
、
さ
ら
に

「
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
」
ま
た
は

「
増
・
改
築
等
の
工
事
証
明
書
」

【
税
金
が
戻
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

【
正
し
い
申
告
を

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
、
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
確
定
申
告
の
期
限
と
同
じ
で
、
三
月

一
五
日
側
で
す
。
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で

に
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
指
定
さ
れ

た
預
金
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
所
得
税
の
納
期
限

【
申
告
を
も
と
に
市
・
県
民
税
の

税
額
を
決
め
ま
す

ＩＪＦ
払
い
、
ま
た
は
銀
行
な
ど
か
ら
住
宅
資

金
の
借
入
金
が
あ
る
と
き
。

◎
年
末
調
整
後
に
、
子
ど
も
の
出
産
な

ど
、
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

◎
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
、
再
就
職
し

て
い
な
い
と
き
。

◎
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
寄
付
を
し

た
と
き
。

※
税
金
が
戻
っ
て
く
る
と
き
は
、
そ
の
お

金
を
申
告
者
の
金
融
機
関
の
口
座
へ
振

り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
口
座

番
号
と
印
鑑
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

を
支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
書
類
。

な
お
、
寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
控
除
対
象
に
な

る
の
は
、
証
明
日
以
後
の
お
む
つ
代
に

限
り
ま
す
。 ー

！
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
加
算
税
や
延

滞
税
も
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
申
告
期
間
中
に
、
正
し
い
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
参
考
＊

◎
加
算
税
…
不
足
税
額
の
一
○
パ
ー
セ
ン

ト
、
ま
た
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

◎
延
滞
税
…
不
足
税
額
に
つ
い
て
、
年
利

一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

こ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成
五

年
度
の
市
・
県
民
税
の
税
額
を
決
め
ま
す
。

市
・
県
民
税
は
、
六
月
以
降
か
ら
四
回
に

分
け
て
（
普
通
徴
収
）
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
一
二
回
に
分
け

て
六
月
以
降
の
給
料
か
ら
、
毎
月
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
消
費
税
の
確
定
申
告
の
期
間

一
月
一
日
㈱
か
ら
三
月
三
一
日
㈱
ま
で

◎
消
費
税
の
納
期
限

三
月
三
一
日
伽
ま
で

【
消
費
税
の
申
告
期
間

ご利用ください

税理士の無料納税相談
関東信越税理士会日立支
部では、所得税確定申告の
ための無料納税相談を開き

霊？■崩璽“？“■
午前9時30分から
午後4時まで↑
民館と:ころ》 ;坪虫公“ 二一一

…
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⑭人鱒の割合(3年度普通会計決算）
､ ､ ､ ” , " ､､:報鍛‘“嶋

＊住民鑿本台帳人口 36, 001人

（4年3月31日現在）

年度普通会計決算）

市職員給与柵棚対
36, 001人 :

息3月31日現在）

人件費 ＊
21億359万7千円 ．… “ … ＝？ ’ ”…….内容は、平成4年4月’日現在です。 【 : §

(前年度は､ 226%)心年為鑑淘.給与月額と平均年齢
技能労務職

平均給料月額平均給与月額|平均年齢

…鐸室ニー般行政職

平均給料月額|平均給与月額|平均年齢山
※人件費には、特

別職に支給される

給料や報酬なども

含まれます。
4LO7" 40.01歳244,386円227,166円高萩市 357,000円315,112円

、

～
～

48.00歳38.08歳 255,164円国 275,128円 ～～

徹溌蕊塞口懲年度普這会計予算）
弓

費給 与 合与費l人当たりの糸

(B/A) ’＝卜 (B)口I職員手当 期末･勤勉手当

’ 569万8千円161E8,084万6千円5億983万'千円1億4,034万7千円101E3,066万8千円295人

農職員手当には、退職手当は含みません。また、給与費は、当初予算に計上した額です。
二二

繊蟻搬鋪職職の級別職員数 唾職騨鋤緬任給
七郡､ 唱晶“期晋 ] 配『骨] 1 ﾘ瓦『 [鋸Jn 韻U煙崖唾器哩⑪]℃設坤計

~竺建ﾐ超i善:説i級’ 2級’ 3級’ 4級’ 5級’ 6級’ 7級’ 8級｜ 計

主事補

技手

課長

副参事

課長補佐

課長

副参事

部長

参事

主事

技師

係長

主任

標準的な

職務内容
係長主幹

13人 201人11人17人 57人職員数 9人 16人 18人 60人

6．5％ 1OO%構成比 8.4％ 28．4％8.9％ 29.8％ 5．5％4.5％ 8．0％

技能労務職

(高校卒）※高萩市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務

内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●職鳶諺経磯年数・学歴別平均給料月額
⑪琶種の職員手当 ﾛ、…｣A…晶晋…手語蟄､

*退職手当……国の職員と同じ割合です

ﾖｰｰﾐ三 *その他の加算措置

･定年前早期退職者に、 2

~20%の加算措置があ

ります。

･退職時に、特別昇給（1

号給）があります。

※経験年数とは、卒業後ただちに採用され、引き

続き勤務している場合は、採用後の年数をいい

ます。
、 : :霧鴛暑 鳶 .
､ 辞ﾆ季' Zr ､

〈あ糖別職の報酬など*期末・勤勉手当（4年度支給割合） 同じ割合です。･国の職員と

一

*扶養鳶住居・勤務手当
…国毎職員と同じ割合です。

＊時間外勤務手当

’★担当は、職員課です。盃23-2111内線252

④

、
錘箕…尉認

、

一
般
行
政
職

高校卒

片堂室：

蝿

高萩市

初任給

円

124,900

円

153，700

円

121,800

採用2年経

過H給料額
円

133,800

円

167,300

円

130,300

国

初任給

卜[』

124,900

｣1

153，700

I」

121,800

採用2年経

過日給料額
円

133，800

円

167,300

|工I

13(),3()(）

、

一
般
行
政
職

技能労務職

(高校卒）

高校卒

『、、'ニーL

大字竿

226,800円

243,800円

179,6()0円

277,10()円

305,900円

316,900円

365,900円

264,100円

経験年数

10年

経験年数

15年

経験年数

20年

支
給
率

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

21.0月分

33.75月分

47.5月分

60.0月分

21.875月分

44.55月分

62.7 月分

62.7 月分

自己都合 勧奨・定年

～

期末手当

勤勉手当

6月期

1.6月分

0.6月分

12月期

2.1月分

0.6月分

3月期

0.55月分

三4

口’

4.25月分

1．2月分

'唖鈷慰¥劇

－－－

市長

助役

収入役

議長

副議長

議員

798,0()()円

663,()()()円

601,000円

430,000円

370,()O()円

350,()()0円

・4年度支給割合

6月期1．6月分

12月期2．1月分

}月期0.55月分

計 4.25月分

濡謡月額等 期末手当

～

扶養手当

住居手当

勤務手当

内 容

配偶者

配偶者以外の扶養親族

その他の扶養親族

持 家

借 家

交通機関利用者

自動車等交通用具使用者

2年度

3年度

4,894万5千円

5,478万7千円

405,000円

449,00()円

支給総額 職員一人当たりの支給年額


